
あくねあくねあくねあくね

市議会だより市議会だより市議会だより市議会だより
あくね

市議会だより
あくね

市議会だより
第
１
回
臨
時
会
・
第
２
回
定
例
会
低
所
得
対
策
や
商
品
券
プ
レ
ミ
ア
ム
率
Ｕ
Ｐ

低
所
得
対
策
や
商
品
券
プ
レ
ミ
ア
ム
率
Ｕ
Ｐ････

２２

学
校
給
食
費　
負
担
軽
減
へ

学
校
給
食
費　
負
担
軽
減
へ･･････････････

･･････････････

４４

議
会
へ
の
陳
情
、
続
々
と

議
会
へ
の
陳
情
、
続
々
と････････････････

････････････････

５５

市
政
を
問
う
！　
一
般
質
問

市
政
を
問
う
！　
一
般
質
問･･････････････

･･････････････

８８

ク
イ
ズ

ク
イ
ズfrom
from

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り ･･･････････････

 ･･･････････････

1212

夏だ！脇本海水浴場
空に白い雲　海に白い砂浜

二次元コード

左の二次元コードをス
マートフォンなどで読み
取ると市議会のホーム
ページにリンクします。

令和４年８月17日発行（№216）
阿久根市議会

阿久根市議会
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５
月
27
日
、
第
１
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
以
下
の
議

案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
等
の
専
決
処
分
を
承

認
し
ま
し
た
。

・
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
改
正

条
例
改
正

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度

補
正
予
算

補
正
予
算

補
正
予
算
の
専
決
処
分
を

承
認
し
ま
し
た
。

・
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

交
付
金
・
補
助
金
等
の
確

定
に
よ
り
２
億
４
７
８
７

万
円
余
を
追
加
し
、
１
４

１
億
４
３
９
０
万
円
余
と

な
り
ま
し
た
。

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、
特
別
交
付
金
の
調
整

分
で
１
５
５
万
円
を
追
加

し
、
30
億
８
６
２
３
万
円

余
と
な
り
ま
し
た

・
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
は
、
繰
越
金
１
９
０

万
円
余
を
追
加
し
３
億
６

８
８
０
万
円
余
と
な
り
ま

し
た
。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

補
正
予
算

補
正
予
算

低
所
得
の
ひ
と
り
親
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
及
び

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
と
し
て
対

象
世
帯
に
児
童
一
人
当
た
り

５
万
円
を
給
付
す
る
事
業
が
、

全
額
国
庫
負
担
で
行
わ
れ
ま

す
。ま

た
、
額
面
１
万
円
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売

価
格
を
３
千
円
か
ら
千
円
に

し
た
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
差

額
分
を
国
庫
補
助
金
で
補
っ

た
た
め
の
財
源
組
替
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。

右
２
件
を
含
め
３
１
０
２

万
円
を
追
加
し
、
１
２
０
億

７
３
６
万
円
余
と
な
り
ま
し

た
。

令和４年第１回臨時会

低所得対策や商品券プレミアム率ＵＰ
令和３年度専決、令和４年度国庫で補正

プレミアム商品券　額面１万円の販売価格がプレミアム商品券　額面１万円の販売価格が
３千円から千円に３千円から千円に

臨
時
会
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反
対 
白
石　
純
一
議
員

重
要
な
出
資
と
い
う
案
件

を
組
入
れ
ら
れ
、
専
決
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
修
正
動
議

も
出
せ
な
い
。
議
会
を
な
い

が
し
ろ
に
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
市
民
か
ら
見
ら
れ

て
も
私
は
反
論
で
き
な
い
。

こ
う
し
た
議
案
に
は
承
服
し

か
ね
る
の
で
反
対
す
る
。

反
対 

竹
原　
信
一
議
員

阿
久
根
市
は
採
算
性
の
計

算
も
で
き
て
い
な
い
。
無
責

任
極
ま
る
。
お
金
を
出
し
て

く
れ
た
方
に
申
し
訳
な
い
。

こ
の
事
業
は
散
々
の
お
金

を
か
け
て
大
き
な
ご
み
を
残

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
説
明

が
で
き
な
い
。
恥
ず
か
し
く

て
仕
方
が
な
い
。

賛
成 

山
田　
勝
議
員

長
い
間
、
政
治
を
見
て
い

る
と
、
勇
気
を
持
っ
て
や
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
政
治

の
流
れ
の
中
で
は
勇
気
を

持
っ
て
や
る
こ
と
は
い
ろ
ん

な
課
題
が
あ
る
と
思
う
。
し

か
し
今
回
勇
気
を
持
っ
て
推

進
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
。

反
対 

竹
原　
信
一
議
員

現
金
を
配
る
と
い
う
方
法

が
可
能
で
あ
る
。
税
金
支
払

い
な
ど
い
ろ
ん
な
形
で
使
え

る
。
手
間
も
か
か
ら
な
い
。

商
品
券
は
経
費
が
か
か
る
。

本
当
に
大
事
な
の
は
、
市
民

の
直
接
の
暮
ら
し
で
あ
る
。

賛
成 
山
田　
勝
議
員

交
付
金
は
循
環
し
て
こ
そ
、

市
の
活
性
化
は
生
ま
れ
る
。

今
回
千
円
で
１
万
円
の
買
物

が
で
き
る
施
策
は
、
み
ん
な

び
っ
く
り
し
て
い
る
。
そ
の

分
、
活
性
化
し
て
市
民
の
購

買
意
欲
が
出
て
く
る
と
思
う
。

お
金
が
循
環
す
る
。
そ
し
て
、

ま
ち
を
活
性
化
す
る
と
い
う

今
回
の
施
策
に
対
し
て
、
私

は
賛
成
で
あ
る
。

令和４年第１回臨時会　議案・審議・議決結果
議
案
等
番
号

内容

議員名（議席番号順）
議
決
結
果

竹
之
内
和
満

川
上　
洋
一

濱
門　
明
典

白
石　
純
一

濵
田　
洋
一

竹
原　
信
一

仮
屋
園
一
徳

中
面　
幸
人

牟
田　
　
学

岩
﨑　
健
二

木
下　
孝
行

濵
之
上
大
成

山
田　
　
勝

濵
﨑　
國
治

野
畑　
　
直

報２ 専決処分の承認について（阿久根市税条例の一部改正）＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 承認

報３ 専決処分の承認について（国民健康保険税条例の一部
改正） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 承認

報４ 専決処分の承認について（令和３年度一般会計補正予
算（第15号）） ◇ ◇ ◆ ◆ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 承認

報５ 専決処分の承認について（令和３年度国民健康保険特
別会計補正予算（第４号）） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 承認

報６ 専決処分の承認について（令和３年度後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 承認

議25 令和４年度一般会計補正予算（第２号） ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決
【表の見方】議：議案　請：請願　決：決議 ＊：全会一致　◇：賛成　◆：反対　－：表決権なし
○野畑直議員は議長職のため特別多数議決を除く議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
15
号
）

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

阿
久
根
市
が
も
う
少

し
活
性
化
し
た
ら
と
思

い
ま
す
。（

50
代　
女
性
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
が
ま
た
は
じ
ま

る
と
知
り
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。
こ
れ
を
機

に
行
っ
た
こ
と
の
な
い

阿
久
根
の
飲
食
店
に

行
っ
て
み
た
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 （
30
代　
女
性
）

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
は
誰
か
止
め
て

く
れ
る
人
は
い
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
ど
う
し

て
こ
ん
な
に
弱
い
も
の

い
じ
め
で
き
る
ん
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
以
上

犠
牲
者
を
出
さ
な
い

で
。 

（
70
代　
女
性
）

市
政
70
周
年
記
念
事

業
の
商
品
券
の
販
売
は

大
変
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
が
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
等
の
寄
附
等
は

阿
久
根
で
も
募
っ
て
お

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。 

（
60
代　
女
性
）

令
和
４
年
度
の
予
算

審
議
を
熱
心
に
な
さ

れ
、
信
頼
感
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
一
般
質
問

の
議
員
が
少
な
い
の
で

頑
張
っ
て
欲
し
い
で

す
。 

（
70
代　
男
性
）

皆
さ

ん

か

ら

の

声
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定例会

コ
ロ
ナ
４
回
目
接
種
に
予
算
措

コ
ロ
ナ
４
回
目
接
種
に
予
算
措
置置

（
一
般
会
計
）

追
加
補
正
分
を
可
決
し
ま

し
た
。
主
な
事
業
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

〇
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
の
新
生
児
追
加

分１
０
０
万
円

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
業
務

４
１
８
９
万
円
余

〇
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

１
億
７
７
２
４
万
余

〇
番
所
ケ
丘
公
園
整
備

２
６
２
６
万
円
余

〇
住
民
税
非
課
税
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
追
加
分

６
０
０
０
万
円

〇
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
対

策
事
業

２
０
０
０
万
円

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
予

算
は
１
２
４
億
８
８
５
４
万

円
余
と
な
り
ま
し
た
。

（
６
Ｐ
参
照
）

補
正
予
算

補
正
予
算

本年９月から来年３月まで半額補助
学校給食費の負担軽減へ

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
表

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

15
件
の
事
業
で
総
額
は
３

億
７
９
１
３
万
円
余
で
し
た
。

繰
越
明
許
費

繰
越
明
許
費

空
家
等
対
策
協
議
会
の
庶

務
を
処
理
す
る
課
を
総
務
課

か
ら
都
市
建
設
課
へ
変
更
し

ま
し
た
。

条
例
改
正

条
例
改
正

繰
越
明
許
費
…
本
来
予
算
は

１
年
で
使
う
こ
と
が
原
則
で

す
。
し
か
し
、
事
情
に
よ
り

使
い
切
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
経
費
を
、
翌
年
度
に

繰
り
越
し
て
使
え
る
よ
う
に

議
会
の
議
決
を
経
て
当
初
予

算
と
は
別
に
使
う
経
費
の
こ

と
で
す
。

行
政
用
語
の
豆
知
識

行
政
用
語
の
豆
知
識

食材価格の高騰・新型コロナウイルスの影響など、子育て世代の負担軽減の措置
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６月
議会への陳情、続々と

本定例会に６件の陳情

本
定
例
会
に
６
件
の
陳
情

が
出
さ
れ
、
以
下
の
と
お
り

に
決
し
ま
し
た
。

〇
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
に
関
す
る
陳
情

総
務
文
教
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続

審
査
に
な
り
ま
し
た
。

〇
脇
本
海
水
浴
場
に
お
け
る

事
業
活
動
規
則
変
更
を
求

め
る
陳
情

産
業
厚
生
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
趣
旨
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

（
６
Ｐ
参
照
）

〇
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
率
の
堅

持
（
引
き
上
げ
）
を
は
か

る
た
め
の
、
２
０
２
３
年

度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
要
請
に
つ
い
て

総
務
文
教
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
意
見
書
案

が
採
択
さ
れ
、
国
に
提
出

し
ま
し
た
。（

７
Ｐ
参
照
）

陳　
情

陳　
情

〇
・
阿
久
根
市
議
会
議
員
選

挙
を
阿
久
根
市
長
選
挙
と

同
日
に
実
施
す
る
こ
と
を

求
め
る
陳
情

・
市
議
会
議
員
選
挙
と
市
長

選
挙
を
同
時
選
挙
と
す
る

た
め
に
行
う
市
議
会
の
自

主
解
散
を
求
め
る
陳
情

こ
の
２
件
に
関
し
て
は

一
括
上
程
さ
れ
、
市
議
会

議
員
選
挙
の
実
施
時
期
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
の

継
続
審
査
に
な
り
ま
し
た
。

〇
議
員
報
酬
及
び
議
員
定
数

見
直
し
に
関
す
る
陳
情

議
員
定
数
等
調
査
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉

会
中
の
継
続
審
査
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
他

第
１
回
定
例
会
に
出
さ
れ
、

学
校
規
模
適
正
化
調
査
特
別

委
員
会
で
審
査
中
の
西
目
小

学
校
の
存
続
を
求
め
る
陳
情

は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に

な
り
ま
し
た
。

本定例会に提出された陳情書
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委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

予

算

委

員

会

牟
田　
学　
委
員
長

Ｒ４一般会計
補正予算
第３号

原案可決

賛成多数

※
委
員
会
と
本
会
議
の
審
査

結
果
は
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

率
は
、
10
代
が
30
・
29
％
、

20
代
が
54
・
21
％
、
30
代
が

56・58
％
、
40
代
が
65・40
％
、

50
代
が
78
・
29
％
、
60
代
が

87・14
％
、
70
代
が
89・99
％
、

80
代
が
89
・
28
％
、
90
代
以

上
が
83
・
88
％
で
あ
る
。

委
員　
河
川
改
修
調
査
業
務

は
ど
の
よ
う
な
調
査
か
。

都
市
建
設
課
長　
令
和
３
年

度
か
ら
原
因
対
策
方
法
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
る
が
、
折

多
樋
門
付
近
の
分
水
路
の
設

置
、
河
川
拡
幅
等
の
対
応
で

は
発
揮
で
き
な
い
恐
れ
が
あ

る
と
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の

原
因
と
し
て
河
口
部
が
狭
く

な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
水

位
上
昇
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
が
、
河
口
部
の
測
量
デ
ー

タ
が
な
く
、
地
形
計
上
が
不

明
確
な
た
め
、
今
回
、
冠
水

原
因
の
解
析
、
治
水
対
策
の

検
討
に
必
要
な
地
形
形
状
把

握
の
た
め
の
測
量
設
計
に
係

る
事
業
費
を
計
上
し
た
。

主
な
質
疑

委
員　
自
主
運
行
系
統
路
線

バ
ス
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍
で
困

窮
し
て
い
る
た
め
に
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
以
前
か
ら

行
っ
て
い
る
支
援
と
は
別
途

行
う
も
の
か
。

政
策
監　
今
回
の
事
業
は
地

域
間
系
統
確
保
維
持
補
助
事

業
で
補
助
し
て
い
る
３
系
統

を
除
く
市
内
で
運
行
し
て
い

る
12
路
線
に
つ
い
て
支
援
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

委
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
は
ど

の
く
ら
い
か
。

健
康
増
進
課
長　
３
回
目
接

種
に
お
け
る
年
代
別
の
接
種

脇本海水浴場の規則
変更を求める陳情

趣旨採択

全会一致

産
業
厚
生
委
員
会

白
石　
純
一　
委
員
長

ま
で
と
説
明
さ
れ
て
い
た
が
、

参
考
人
に
は
５
時
ま
で
に
変

更
す
る
理
由
の
説
明
が
あ
っ

た
か
。

補
助
者　
大
島
、
大
川
島
が

５
時
ま
で
で
、
脇
本
も
合
わ

せ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

委
員　
地
域
の
こ
と
を
考
え
、

８
時
以
降
は
延
長
し
な
い
よ

う
に
努
力
で
き
る
か
。

参
考
人　
８
時
に
店
を
閉
め

る
取
り
決
め
を
し
て
い
る
が
、

片
付
け
な
ど
の
た
め
店
を
出

る
の
は
９
時
ぐ
ら
い
に
な
る
。

委
員　
「
開
場
時
間
と
事
業

活
動
を
区
別
す
る
こ
と
」
と

い
う
陳
情
事
項
は
、
ど
う
い

う
こ
と
か
。

補
助
者　
条
例
の
開
場
時
間

は
海
水
浴
時
間
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
。
事
業
活
動
と

参
考
人
（
陳
情
者
）
と
そ
の

補
助
者
の
趣
旨
説
明
お
よ
び

主
な
質
疑
答
弁

参
考
人　
条
例
で
、
し
て
は

な
ら
な
い
行
為
の
「
開
場
時

間
外
に
事
業
者
と
し
て
の
事

業
活
動
を
行
う
こ
と
」
の
削

除
、
開
場
時
間
の
午
後
５
時

ま
で
を
午
後
８
時
ま
で
へ
の

変
更
を
望
む
。

委
員　
議
会
に
は
午
後
８
時

区
別
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
意
図
で
あ
る
。

参
考
人　
午
後
８
時
ま
で
の
、

夕
日
が
沈
む
時
間
帯
を
お
客

様
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

所
管
課
へ
の
主
な
質
疑
答
弁

委
員　
令
和
元
年
度
の
委
員

会
で
、
営
業
時
間
は
８
時
ま

で
と
説
明
し
た
が
、
執
行
部

が
一
方
的
に
、
議
会
へ
の
報

告
な
し
に
規
則
を
変
え
る
の

は
議
会
軽
視
に
当
た
る
の
で

は
。

商
工
観
光
課
長　
そ
の
委
員

会
で
は
案
と
し
て
説
明
し
て

い
た
が
、
規
則
制
定
の
際
に
、

５
時
ま
で
と
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
を
議
会
、
事
業

者
に
説
明
を
し
て
い
な
か
っ

た
。

人が楽しみながら、動植物にもや
さしい海岸を阿久根の誇りとして
後世に残したい

（いずれも脇本海水浴場）

委
員　
規
則
は
５
時
ま
で
で
、

市
長
が
特
に
認
め
る
場
合
と

い
う
特
例
で
取
扱
っ
て
き
た

こ
と
は
変
わ
っ
て
い
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　
元
年
度
の

制
定
以
降
、
そ
の
ま
ま
で
あ

る
。

委
員　
特
に
必
要
と
認
め
る

場
合
は
、
変
更
を
文
書
で
残

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長　
文
書
に
す

る
の
が
適
当
で
あ
る
。

主
な
意
見

委
員　
過
去
、
規
則
の
中
で

運
用
し
、
特
例
で
８
時
ま
で

を
認
め
て
き
て
い
る
が
、
文

書
に
し
て
い
な
い
の
が
問
題
。

委
員　
こ
れ
ま
で
の
営
業
時

間
を
維
持
で
き
る
よ
う
求
め

る
。

委
員　
開
場
時
間
は
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
陳
情
者
に
開

場
時
間
を
守
っ
て
の
営
業
活

動
を
お
願
い
し
た
い
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
で
趣
旨

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。



－7－ 阿久根市議会だより　令和４年８月17日発行

陳
情
第
８
号　
教
職
員
定
数

改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
負
担
率
の
堅
持（
引

き
上
げ
）を
図
る
た
め
の
、２

０
２
３
年
度

政
府
予
算
に

係
る
意
見
書

採
択
の
要
請

総
務
文
教
委
員
会

濵
田　
洋
一　
委
員
長

主
な
意
見

委
員　
陳
情
趣
旨
は
分
か
る

の
で
、
趣
旨
採
択
で
よ
い
。

委
員　
陳
情
事
項
の
１
番
目
、

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善

を
推
進
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
教
職
員
不
足
で

あ
り
、
必
要
な
事
項
で
あ
る
。

陳
情
事
項
の
２
番
目
、
教
育

の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持

向
上
を
図
る
た
め
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持

し
、
負
担
割
合
を
２
分
の
１

に
復
元
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
も
と
も
と
２
分
の
１

だ
っ
た
も
の
が
、
現
在
、
３

分
の
１
に
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
復
元
し
て
ほ
し
い

と
い
う
意
向
で
あ
る
た
め
、

採
択
で
よ
い
。

採　択

全会一致

委
員　
陳
情
事
項
に
つ
い
て

理
解
が
で
き
る
た
め
、
採
択

で
よ
い
。

主
な
討
議

委
員　
陳
情
内
容
を
改
め
て

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
先
程
は

趣
旨
採
択
で
よ
い
と
申
し
上

げ
た
が
、
採
択
で
よ
い
。

委
員　
趣
旨
に
あ
る
35
人
学

級
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
は

ほ
と
ん
ど
35
人
学
級
に
な
っ

て
い
る
が
、
中
学
校
・
高
等

学
校
に
お
い
て
も
今
後
そ
う

な
る
べ
き
。
陳
情
事
項
１
番

目
の
教
職
員
定
数
改
善
に
つ

い
て
は
、
教
職
員
不
足
が
深

刻
で
あ
る
と
聞
く
の
で
、
改

善
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
陳
情

事
項
２
番
目
の
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
に
つ
い
て
は
、

負
担
割
合
が
２
分
の
１
か
ら

３
分
の
１
に
減
ら
さ
れ
て
い

る
。
義
務
教
育
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
２
分
の
１
に
復

元
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
の
で
、
採
択
で
よ
い
。

討　

論

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

陳
情
第
６
号

脇
本
海
水
浴
場
に
お
け
る

事
業
活
動
規
則
変
更
を
求

め
る
陳
情

賛
成 
竹
原　
信
一
議
員

市
役
所
は
事
業
者
の
応
援

を
す
べ
き
で
あ
る
。
事
業
者

が
不
安
を
覚
え
陳
情
を
だ
さ

れ
る
よ
う
な
こ
と
で
は
阿
久

根
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
の
な

い
、
行
っ
て
が
っ
か
り
の
阿

久
根
に
な
っ
て
し
ま
う
。

反
対 

竹
原　
信
一
議
員

予
算
に
将
来
予
測
と
対
策

が
見
え
な
い
。
市
役
所
に
は

危
機
感
が
な
い
。
市
の
観
光

地
づ
く
り
は
失
敗
続
き
。
風

テ
ラ
ス
も
ろ
く
に
使
わ
れ
て

い
な
い
。
子
育
て
世
代
へ
の

臨
時
給
付
金
も
あ
る
が
不
十

分
。
明
石
市
に
倣
う
べ
き
で

あ
る
。

陳
情
第
８
号

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
率
の
堅

持
（
引
き
上
げ
）
を
図
る

た
め
の
２
０
２
３
年
度
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書
採

択
の
要
請
に
つ
い
て

賛
成 

竹
原　
信
一
議
員

授
業
は
強
制
的
で
無
駄
な

長
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
自

由
意
志
や
意
欲
を
そ
ぎ
落
と

す
よ
う
に
作
っ
て
あ
り
、
自

ら
学
ぶ
力
を
奪
って
い
る
。
虐

待
費
用
を
自
治
体
や
親
に
支

払
わ
せ
る
こ
の
国
は
お
か
し
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
発
見
は

間
違
って
い
な
い
。

令和４年第２回定例会　議案・審議・議決結果
議
案
等
番
号

内容

議員名（議席番号順）
議
決
結
果

竹
之
内
和
満

川
上　
洋
一

濱
門　
明
典

白
石　
純
一

濵
田　
洋
一

竹
原　
信
一

仮
屋
園
一
徳

中
面　
幸
人

牟
田　
　
学

岩
﨑　
健
二

木
下　
孝
行

濵
之
上
大
成

山
田　
　
勝

濵
﨑　
國
治

野
畑　
　
直

議26 市空家等対策協議会条例の一部改正 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決
議27 令和４年度市一般会計補正予算（第３号） ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決
議28 令和４年度市一般会計補正予算（第４号） ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 可決

陳６ 脇本海水浴場における事業活動規則変更を求める陳情 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 趣旨
採択

陳８
教職員の定数改善と義務教育国庫負担制度負担率の堅
持（引上げ）をはかるための、2023年度政府予算に係
る意見書採択の要請について

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 採択

意１ 教職員定数の改善並びに義務教育費国庫負担制度の堅
持及び負担割合の拡充を求める意見書 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 可決

【表の見方】議：議案　請：請願　決：決議 ＊：全会一致　◇：賛成　◆：反対　－：表決権なし
○野畑直議員は議長職のため特別多数議決を除く議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。 
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一 般 質 問一 般 質 問
令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
で
は
、
６
名
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

１　
濵
田　
洋
一　
議
員
「
学
校
の
在
り
方
」

２　
竹
之
内
和
満　
議
員
「
海
水
浴
条
例
」

３　
白
石　
純
一　
議
員
「
学
校
統
廃
合
」

４　
濱
門　
明
典　
議
員
「
耕
作
放
棄
地
」

５　
竹
原　
信
一　
議
員
「
事
業
失
敗
の
原
因
」

６　
山
田　
　
勝　
議
員
「
人
気
観
光
名
所
」

掲
載
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
が
行
っ
た
一
般

質
問
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
と
答
弁
の
要
旨

で
あ
り
、
質
問
者
が
ま
と
め
、
広
報
広
聴
委
員
会
が

編
集
し
た
も
の
で
す
。

各議員が市政を問う各議員が市政を問う

一
般
質
問
動
画
の
視
聴
に
つ
い
て

議
員
写
真
の
左
下
に
あ
る
二
次
元
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
読
み
取
る
と
各
議
員
の
一
般

質
問
を
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

視
聴
の
際
は
デ
ー
タ
通
信
料
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
御
了
承
く
だ
さ
い
。

動画視聴

⬅

濵
田　
教
育
委
員
会
は
、
知

恵
を
出
し
、汗
を
か
き
児
童・

生
徒
の
保
護
者
、
未
就
学
児

の
保
護
者
、
地
域
住
民
と
の

十
分
な
意
見
交
換
を
行
い
、

共
通
理
解
と
合
意
形
成
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
の
重
要
性
・
必
要
性

を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

か
。

教
育
長　
学
校
の
統
・
廃
合

は
児
童
生
徒
の
保
護
者
、
地

域
住
民
等
へ
大
き
な
影
響
を

与
え
る
た
め
、
意
見
交
換
の

必
要
性
に
つ
い
て
十
分
理
解

し
て
い
る
。

濵
田　
保
護
者
か
ら
の
意
見

の
中
で
、
様
々
な
課
題
が
あ

答議論が深まっていないため

問時期を白紙にされた理由は

濵田　洋一　議員

学
校
の
在
り
方

学
校
の
在
り
方

る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
解
決
し
、
不

安
を
解
消
し
て
前
進
す
る
こ

と
が
大
切
と
思
う
が
。

教
育
長　
い
た
だ
い
た
意
見

等
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り

対
応
、
回
答
し
た
い
。

濵
田　
令
和
６
年
度
と
し
て

い
た
統
・
廃
合
時
期
が
撤
回

さ
れ
白
紙
と
な
っ
た
一
連
の

経
過
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に
感
じ
、
今
後
の
学

校
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

市
長　
統
・
廃
合
の
時
期
は
、

教
育
委
員
会
に
対
し
意
見
を

聞
き
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
た
が
、
議
論
が

深
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考

え
撤
回
し
白
紙
と
し
た
方
が

よ
い
と
思
っ
た
。
御
指
摘
が

あ
っ
た
回
答
に
つ
い
て
は
、

責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
空
き
家
等
対
策
に
つ
い
て

○
住
環
境
の
保
全
、
防
災
上

の
観
点
及
び
利
活
用

○
こ
れ
ま
で
の
施
策
と
現
在

の
状
況

将来を担う子供たちに最良の教育条件を整え、通
う子供たちが楽しいと思える学校環境づくりが、
最も重要である。
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白
石　
保
護
者
、
住
民
の
こ

の
２
年
の
教
育
行
政
へ
の
不

信
感
は
甚
大
だ
。
市
長
と
教

育
長
は
、
市
民
を
混
乱
さ
せ

た
責
任
の
所
在
を
ど
う
考
え

る
か
。

教
育
長　
基
本
方
針
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
保
護
者
か
ら

戸
惑
っ
た
と
い
っ
た
意
見
等

は
、
全
く
把
握
し
て
い
な
い
。

市
長　
説
明
が
足
り
な
か
っ

た
こ
と
は
、
本
当
に
申
し
訳

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

市
長
専
決
で
民
間
へ
１
千
万

円
出
資
、
登
記
に
な
い
が

白
石　
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
阿

久
根
へ
の
出
資
を
、
専
決
処

分
し
た
の
は
正
し
か
っ
た
か
。

市
長　
寄
附
企
業
が
、
３
月

末
の
処
理
を
行
う
た
め
、
予

算
を
議
会
に
諮
る
時
間
な
く
、

や
む
を
得
ず
専
決
と
し
た
。

白
石　
市
出
資
金
は
ト
ラ
ス

ト
バ
ン
ク
阿
久
根
の
資
本
金

と
し
て
い
つ
振
り
込
ん
だ
か
。

政
策
監　
５
月
30
日
。

白
石　
６
月
13
日
付
ト
ラ
ス

ト
バ
ン
ク
阿
久
根
の
登
記
簿

で
資
本
金
は
30
万
円
。
１
千

万
円
の
増
資
は
な
い
。
振
込

み
後
約
２
週
間
、
資
本
金
に

組
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

政
策
監　
手
続
き
は
、
ト
ラ

ス
ト
バ
ン
ク
阿
久
根
が
行
う

も
の
で
、
把
握
し
て
い
な
い
。

白
石　
市
有
地
で
の
工
事
へ

の
市
内
業
者
の
参
加
は
。

政
策
監　
市
内
事
業
者
の
採

用
は
な
か
っ
た
。

白
石　
寄
附
企
業
は
内
閣
府

令
で
、
市
か
ら
経
済
的
利
益

は
受
け
て
は
な
ら
な
い
が
、

問
題
な
い
と
の
理
解
か
。

政
策
監　
経
済
的
利
益
の
供

与
で
違
反
行
為
が
あ
っ
た
と

は
考
え
て
い
な
い
。

答説明不足　申し訳ない

問市民混乱の責任は

白石　純一　議員

学
校
統
廃
合

学
校
統
廃
合

西目小学校からは存続を求めて、
陳情書が提出されています。
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竹
之
内　
海
水
浴
場
の
安
全

で
快
適
な
利
用
に
関
す
る
条

例
等
の
審
査
で
、
開
場
時
間

を
午
前
８
時
か
ら
午
後
８
時

ま
で
と
す
る
議
会
で
の
説
明

と
、
施
行
規
則
の
午
後
５
時

ま
で
と
す
る
も
の
と
、
異

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

市
長　
担
当
課
長
の
説
明
で

は
、
ま
だ
案
と
し
て
提
示
し

た
。
市
法
制
審
議
委
員
及
び

関
係
各
課
と
の
協
議
を
経
て

決
裁
し
た
。

竹
之
内　
議
会
で
異
な
っ
た

説
明
を
し
た
ら
、
変
更
し
た

旨
と
そ
の
理
由
を
議
会
に
報

告
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

商
工
観
光
課
長　
何
ら
か
の

形
で
説
明
す
べ
き
だ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

学
校
規
模
適
正
化
基
本
方
針

竹
之
内　
再
編
期
限
は
白
紙

だ
が
、
基
本
方
針
は
白
紙
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

教
育
長　
そ
の
と
お
り
で
あ

る
。

竹
之
内　
基
本
方
針
の
核
と

な
る
適
正
配
置
を
進
め
る
基

準
、
小
学
校
で
は
複
式
学
級

が
２
年
以
上
続
く
と
想
定
さ

れ
る
学
校
は
統
廃
合
の
対
象

と
な
る
こ
と
に
対
し
て
も
修

正
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

教
育
長　
基
本
方
針
の
適
正

配
置
を
進
め
る
基
準
、
基
本

理
念
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

竹
之
内　
50
歳
組
の
開
催
に

つ
い
て
、
学
校
に
よ
っ
て
は

慎
重
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
不

安
を
取
り
除
く
た
め
に
、
参

加
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

す
る
の
は
可
能
か
。

教
育
長　
各
小
学
校
の
代
表

者
の
会
議
で
も
、
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
配
布
の
意
見
要
望
が

出
さ
れ
て
お
り
、
検
討
す
る
。

答案ということで提示し説明

問議会での説明と異なるのは

竹之内　和満　議員

海
水
浴
場
条
例

海
水
浴
場
条
例

観光と自然保護のバランスを
どのように取っていくのか？
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放棄されたハウス。農地行政が動かなければ、宝
の持ち腐れです。

濱
門　
市
内
に
は
至
る
所
に

耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
所
が

あ
る
が
、
行
政
と
し
て
何
も

手
立
て
は
な
い
か
。

市
長　
本
市
独
自
の
支
援
事

業
と
し
て
、
生
産
活
動
を
行

う
事
業
者
に
一
部
助
成
、
農

業
委
員
会
に
お
い
て
、
あ
っ

せ
ん
活
動
に
よ
り
農
地
の
貸

し
借
り
を
推
進
し
て
い
る
。

濱
門　
放
棄
さ
れ
た
田
畑
が

８
５
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う

そ
れ
だ
け
の
財
産
が
眠
っ
て

い
る
。
行
政
の
補
助
、
最
低

価
格
の
保
証
な
ど
、
農
業
で

食
べ
て
い
け
る
よ
う
な
施
策

を
阿
久
根
市
は
出
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

竹
原　
数
限
り
な
い
事
業
失

敗
の
原
因
は
何
か
、
失
敗
し

た
事
業
を
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　
確
か
に
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
指
標
等
を
用
い
て
市

の
ほ
う
で
は
検
討
し
て
い
る
。

暮
ら
し
と
観
光

竹
原　
市
民
を
支
援
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
き
に
庁
舎

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
造
る
。

も
っ
と
市
民
の
暮
ら
し
に
敏

感
な
市
役
所
の
体
制
を
作
っ

て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

市
長　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
市

民
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、

市
職
員
の
た
め
に
つ
く
っ
た

答重要な課題と考えている

答市のほうでは検討している

問耕作放棄地の対策ないか

問原因と方策は

濱門　明典　議員

竹原　信一　議員

耕
作
放
棄
地

耕
作
放
棄
地

事
業
失
敗

事
業
失
敗

市
長　
担
い
手
一
人
当
た
り

が
管
理
す
る
農
地
の
面
積
が

大
き
く
な
っ
て
お
り
、
一
つ

は
機
械
化
が
大
事
だ
と
思
っ

て
い
る
。
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
で
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
向
け
て
働
い
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

濱
門　
今
一
番
困
っ
て
い
る

の
が
鳥
獣
被
害
で
あ
る
。
諦

め
る
農
家
も
多
い
。
鳥
獣
被

害
か
ら
解
放
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

農
政
課
長　
市
独
自
の
鳥
獣

対
策
の
電
気
柵
等
を
購
入
す

る
補
助
事
業
な
ど
、
各
種
要

望
に
お
応
え
す
る
た
め
、
対

策
を
取
っ
て
い
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て

濱
門　
企
業
名
も
明
か
せ
な

い
、
条
件
付
き
寄
附
の
意
図

は
。

政
策
監　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
促
進
、
資
源
循

環
型
社
会
の
形
成
に
努
め
る

事
業
に
活
用
し
て
欲
し
い
と

の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

竹
原　
ほ
と
ん
ど
の
市
民
に

と
っ
て
市
役
所
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
な
ど
知
っ
た
こ
と
で
は

な
い
。
税
金
が
上
が
ら
な
い

こ
と
の
方
が
ど
れ
だ
け
有
り

が
た
い
か
。
鈍
感
過
ぎ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
。
市
民
の
苦
し

さ
を
感
じ
な
い
の
か
。

市
長　
市
庁
舎
の
整
備
と
別

の
事
業
は
く
く
り
つ
け
て
考

え
る
こ
と
で
は
な
い
。

竹
原　
元
の
お
カ
ネ
に
名
前

は
つ
い
て
い
な
い
。
観
光
施

策
は
成
功
し
た
の
か
。

市
長　
番
所
丘
公
園
の
活
用

や
食
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
効
果

が
あ
っ
た
。
最
近
は
コ
ロ
ナ

禍
で
思
っ
た
以
上
の
成
果
は

な
い
。

竹
原　
観
光
に
行
け
る
ぐ
ら

い
余
裕
の
あ
る
暮
ら
し
を
作

る
の
が
先
で
は
な
い
の
か
。

市
長　
余
裕
あ
る
生
活
が
で

き
て
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
に
１

年
に
１
回
で
も
観
光
に
行
け

る
の
が
望
ま
し
い
。

庁舎エレベーター
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山
田　
国
道
３
８
９
号
、
梶

折
鼻
公
園
入
口
を
観
光
バ
ス

が
通
行
で
き
る
新
た
な
拡
幅

工
事
計
画
が
あ
る
と
聞
く
が
。

市
長　
先
に
駐
車
場
、
休
憩

展
望
所
、
遊
歩
道
、
渦
潮
展

望
所
を
整
備
し
て
い
る
が
、

長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
道
路

改
良
事
業
を
国
の
交
付
金
を

活
用
し
計
画
す
る
も
の
で
、

国
の
内
定
を
も
ら
い
測
量
設

計
を
行
い
、
事
業
を
進
め
て

い
く
。

山
田　
４
期
目
の
市
長
選
挙

に
立
候
補
す
る
旨
の
発
表
を

さ
れ
た
。
11
年
の
実
績
の
上

で
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

持
っ
て
い
る
か
尋
ね
る
。

市
長　
観
光
を
基
軸
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

協
力
を
得
て
海
を
活
用
し
た

体
験
型
観
光
に
加
え
、
番
所

丘
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
整

備
を
進
め
る
。

山
田　
旧
国
民
宿
舎
が
あ
る

と
き
は
そ
れ
が
観
光
の
基
軸

で
あ
っ
た
が
、
な
く
な
っ
た

今
、
観
光
の
基
軸
と
な
る
も

の
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
青
果
市
場
跡
を
活
用

し
、
例
え
ば
足
湯
と
か
を
つ

く
り
、
高
齢
者
か
ら
子
供
ま

で
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
利

用
さ
れ
る
屋
根
付
き
イ
ベ
ン

ト
広
場
の
整
備
等
、
集
客
力

を
高
め
る
施
策
を
検
討
し
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

○
脇
本
海
岸
、
戸
柱
公
園
近

く
に
民
間
で
進
め
ら
れ
て

い
る
宿
泊
施
設
、
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
に
つ
い
て

○
小
中
学
校
統
廃
合
に
つ
い

て
○
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

答市が道路改良工事を計画

問梶折鼻公園入口の改良

山田　　勝　議員

人
気
観
光
名
所

人
気
観
光
名
所

市
政
70
周
年
事
業
と
し
て
、

一
般
社
団
法
人
阿
久
根
青
年

会
議
所
、
阿
久
根
市
、
阿
久

根
市
議
会
、
阿
久
根
市
教
育

委
員
会
の
共
催
で
阿
久
根
未

来
議
会
を
８
月
22
日
午
前
10

時
に
開
催
し
ま
す
。

市
内
の
各
小
・
中
学
校
か

ら
選
出
さ
れ
た
児
童
生
徒
16

人
が
議
員
と
し
て
委
嘱
を
受

け
、
７
月
初
旬
か
ら
４
回
に

分
け
て
市
の
政
策
の
勉
強
会

や
打
合
せ
を
行
い
、
４
班
に

分
け
て
一
般
質
問
を
行
い
ま

す
。議

会
当
日
は
傍
聴
で
き
ま

す
が
保
護
者
の
方
を
優
先
す

る
た
め
限
り
が
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
ブ
配
信
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
議
員
と
し
て
木
下

孝
行
議
員
（
勤
続
15
年
）、

仮
屋
園
一
徳
議
員
（
勤
続
10

年
）
が
、
市
政
の
振
興
に
努

め
た
功
績
に
よ
り
、
全
国
市

議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
も
市
政
の
発
展
、
市

民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

阿
久
根
未
来
議
会
の
開
催

阿
久
根
未
来
議
会
の
開
催

阿
久
根
未
来
議
会
の
開
催

阿
久
根
未
来
議
会
の
開
催

勤
続
議
員

勤
続
議
員

表
　
彰

表
　
彰

勤
続
議
員

勤
続
議
員

表
　
彰

表
　
彰

議会傍聴
ＱＲコード
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委
員
長　
竹
之
内
和
満

副
委
員
長　
白
石　
純
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委

員　
濱
門　
明
典

〃
　
竹
原　
信
一

〃
　
牟
田　
　
学

〃
　
山
田　
　
勝

委
員
か
ら
一
言

７
月
２
日
に
市
海
水
浴
場

の
海
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
市
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
増
加

し
、
み
ど
こ
い
夏
祭
り
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
８
月
に

は
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
神
舞
」、

10
月
に
は
「
華
の
50
歳
組
」

が
実
施
予
定
で
す
。
今
一
度
、

基
本
的
な
マ
ス
ク
の
着
用
・

う
が
い
・
手
洗
い
、
手
指
の

消
毒
な
ど
の
基
本
的
な
こ
と

を
し
っ
か
り
行
い
、
今
後
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
活
用

し
た
市
の
活
性
化
も
行
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
商
品
券
が
有
効
に
活
用

さ
れ
、
市
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
、
市
民
の
方
々
が
笑
顔

に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

（
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）

９月

２日　本会議（提案説明・質疑）

７日　本会議（一般質問）

８日　本会議（一般質問）

９日　委員会（予算・議案等）

12日　委員会（予算・議案等）

21日　本会議（審査報告・表決）

※変更になる場合があります。

市議会は、市の予算や施策につ
いて話し合い、決定する大切な場
所です。ぜひ傍聴にお越しくださ
い。
来られない方は、市ホームペー

ジ内、市議会ページの議会中継、
中継録画をご利用ください。

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か

議会中継への二次元
コードはこちら　　→

中継録画への二次元
コードはこちら　→

学校の社会科見学やＰＴＡ、各種団体等の研修でも傍聴できます。
会議録は市役所・三笠支所・大川出張所・図書館で閲覧できます。

車椅子傍聴席は市役所３階
一般傍聴席は４階です

９月定例会のお知らせ９月定例会のお知らせ

〈応募内容〉
①　クイズＱ１～Ｑ３の答え 
②　議会だよりへの感想か市政へのご意見・ご要望
③　住所・氏名・性別・年齢・電話番号を記入いただき、
右記のいずれかの方法で応募ください。

④　応募締切は９月17日です（消印有効）。
＊ご感想・ご意見・ご要望は誌面でご紹介させていた
だく場合があります。

〈応募方法〉
・ハガキ：〒８９９－１６９６

阿久根市鶴見町２００番地
阿久根市役所議会事務局宛

・ＦＡＸ：０９９６－７２－２０２９
・メール：gikai@city.akune.kagoshima.jp
〈応募資格〉
阿久根市民に限ります。

※　当選は、商品の発送をもってかえさせていた
だきます。

議会だよりの内容から出題されるクイズにチャレンジしてみませんか。答えはこの議会だよりの中に。
よく読んで答えを見つけてみよう！正解者の中から３名様に商品券（1,000円）を進呈します。

Ｑ１　令和３年度一般会計予算は（　Ａ　）円余となりました。
Ｑ２　３月議会で決定したプレミアム付商品券の販売額が３千円から（　Ｂ　）円にな

りました。
Ｑ３　繰越明許費の報告は（　Ｃ　）件の事業で（　Ｄ　）円余でした。

～前回　215号の答え～
Ａ：119億5,000万円　Ｂ：3,000円　Ｃ：7,000円　Ｄ：学校規模適正化調査特別

クイズ 議会だよりfrom


